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トコ ン シ ロ ッ プ （TJN −119）含有成分 Cephaeline
及び Emetineの ラ ッ トに お け る体 内動態
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【目的】 トコ ン シ ロ
ッ プ （TJN −119）は，生薬 ト コ ン C”

ephaelis 　iρecαcuanh α （Broterol）

A ．Richard ま た は Cephαelis α cuminat α Karsten （Rubiaceae）の 抽出液か ら調製 され

た シ ロ
ッ プ製剤で あ り ， 薬毒物等誤飲時の 初期治療を目的 と した 催 吐剤で あ る 。 ト コ ン シ

ロ ッ プ の 催吐 作用 は， ア ル カ ロ イ ド成分 で あ る cephaeline 及 び emetine に よ る こ と が 明

らか に さ れ て い る が ，薬物動態 に 関す る研 究 は 乏 しい の が現状で あ る 。 本研 究 で は
， 活性

成分で あ る cephaeline 及 び emetine の ト リ チ ウ ム 標識体を 用 い て ， ラ ッ トに お け る吸 収

及 び排泄 に つ い て 検討 した 。

【方法】
」H −cephaeline ま た は

IH −emetine を そ れ ぞ れ ト レ
ーサ ー

量添加 した TJN −119を，

8 週齢 の 雄 性 ラ ッ ト に そ れ ぞれ経 ［投与 した 。 吸収実験 で は，投与後所 定 の 時点 に 尾静脈

よ り血液 を採取 し，遠心分離後血漿を得た後放射能を測定 しil（［漿 中放射能濃度 を算出した 。

排泄実験 で は ， 所定 の 時点に 尿及び糞を採取 し，放射能を測定後排泄率を算出 した 。 投 与

量 は 0．5mL ／kg と L ，　 cephaeline 。21｛CIと して 0．426mg ／kg 及び emetine ・2HCI と し

て O．262mg ／kg を投与 した 。

【結果 】 ラ ッ トに 覗 一cephaeline 添加 TJN −119を投与 した際 の 血漿中放射能濃度 は，投

与 後 2．00 時間 （t＿） に 最高値 （C，】1。、
：24．3ng　 eq ．／mL ） に 達 した後， 消失相 の 半減期

（tl，・2） 4．63時問で 滅少 した 。 こ の とき の AUC は 101　ng 　eq ．・h／mL で あ った 。

’H −emetin

添 加 TJN −119 を投与 した 際 の 血漿中放射能濃 度は，　 tmax　2．33 時間に C，nn ，2、71ng　eq ．／mL

に 達 した後 ，t， 、276 ．2 時間で 減少 し た 。 こ の と きの AUC は 35．lng　eq ．・h／mL で あ っ た
。

is
　H −cephaeline 添加 TJN −119を投与 した際の 投

’

」一後 168時間ま で の 尿及び糞中 へ の 放射

能 の 排泄率 は ，そ れ ぞ れ 13．7％ 及び 95．0％で あ っ た ．

一方，
：’H −emetine 添 加 TJN −ll9

を 投与 し た 際 の 投与 後 168時問 ま で の 尿及び糞中 へ の 放射能 の 排泄率 は ， そ れ ぞ れ 10．9

％及 び 74，0％ と な り， 屍体中に は 14．5％の 放射能が残存 して い た 。

【結 論】両化合物 の 血 漿中濃度 は， TJN −119中含 有比 と同程度 で あ っ た 。 ま た ，血漿 中

か らの 消失半減期並びに 尿及び糞中排泄率 の 結 果か ら，
／’H −emetine は

．iH −cephaeline よ

り体内か らの 消失が緩徐で あ る と考え られ た
。
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